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大
石
寺
漫
荼
羅
本
尊
の
真
偽
に
つ
い
て

所
謂
「
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
」
の
図
形
か
ら
見
た
鑑
別

（
宗
教
研
究
家
）

犀

角

独

歩

本
稿
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
五
日
の
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
「
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
の
ミ
ニ
講
演
を
元
に
、

講
師
自
身
が
構
文
し
た
も
の
で
す
。

■
自
己
紹
介

皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
犀
角
独
歩
で
ご
ざ
い
ま

す
。わ

た
し
は
昭
和
三
十
年
の
生
ま
れ
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
創
価
学
会
、
三
十
五
歳
の
時

に
日
蓮
正
宗
と
創
価
学
会
の
、
所
謂
、
第
二
次
紛
争

の
段
階
で
創
価
学
会
を
脱
会
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
石
寺
の
末
寺
で
あ
る
大
田
区
宝
浄
寺
に
所
属

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
大
石
寺
宗
務
院
内
事

部
『
大
日
蓮
』
編
集
室
、
な
ら
び
に
教
学
部
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

図
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四
十
歳
の
時
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
オ
ウ
ム
真
理
教
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
見
、
日
蓮
正
宗
か
ら
も
、
自
主
的
に
役
を
降
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
日
本
脱
カ
ル
ト
研
究
会
（

）
に
入
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
『
日
本
脱
カ
ル
ト
研
究
会
報
』
の
編
集
に
従
事
し
て
お
り

ま
し
た
。
同
団
体
は
平
成
十
六
年
四
月
に
名
称
を
変
更
し
、
現
在
は
日
本
脱
カ
ル
ト
協
会
（

）
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
五
年
間
ぐ
ら
い
は
日
蓮
宗
社
会
福
祉
法
人
・
立
正
福
祉
会
青
少
年
こ
こ
ろ
の
相
談
室
本
部
相
談
員
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
日
蓮
本
仏
論
、
も
し
く
は
彫
刻
本
尊
信
仰
圏
の
、
主
に
家
族
問
題
を
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
、
過
去
数
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
『
富
士
門
流
信
徒
の
掲
示
板
』
で
の
活
発
な
議
論
で
辿
り
着
い
た
自
分
な
り
の
結
論
を
申

し
上
げ
る
も
の
で
す
。

■
言
葉
の
定
義

は
じ
め
に
、
言
葉
の
用
法
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
大
石
寺
漫
荼
羅
の
真
偽
に
つ
い
て

所
謂
『
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
』
の
図
形
か
ら
見
た
鑑
別
」
と
い
う
表
題
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
に

つ
い
て
、
定
義
と
い
え
ば
大
袈
裟
で
す
が
、
当
発
表
に
お
け
る
言
葉
の
使
い
方
の
決
ま
り
で
す
。

﹇
大
石
寺
漫
荼
羅
〕

写
真
（
図

）
は
熊
田
葦
城
著
『
日
蓮
上
人
』（
報
知
社
）
に
載
っ
た
も
の
で
す
。

中
央
題
目
・
日
蓮
花
押
・
不
動
愛
染
・
四
大
天
玉

て
ん
の
う
〉
の
お
よ
そ
相
貌

そ
う
み
ょ
う
〉
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
の
彫
刻
を
、
一
般
に
は
「
板
マ
ン
ダ
ラ
」、
あ
る
い
は
「
板
本
尊
」
な
ど
と
呼
称
し
ま
す
が
、
大
石
寺
六
六
代
細
井
日
達

に
っ

た
つ
〉
氏
は

「
戒
壇
の
御
本
尊
様
は
楠
の
厚
木
で
す
。
表
か
ら
見
る
と
…
板
で
す
。
と
こ
ろ
が
此
れ
は
大
変
な
板
で
す
。
た
だ
の
板
で
は
な
い
の
で

す
。
…
後
ろ
か
ら
見
る
と
丸
木
で
す
。
丸
木
を
表
だ
け
削
っ
て
あ
る
わ
け
で
す
。
…
上
は
た
だ
三
寸
そ
こ
そ
こ
の
板
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
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わ
り
は
丸
木
で
す
。
真
ん
丸
い
木
で
す
。
そ
の
丸
い
木
を
前
を
削
っ
て
板
に
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」（『
日
達
上
人
全
集
二
輯
五
巻
』（
四

四
六
頁
）

と
言
い
、
そ
の
形
状
を
丸
木
の
表
面
を
削
り
、
板
面
に
彫
刻
を
施
し
た
も
の
と
明
言
し
ま
し
た
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を
単
に
「
板
」
と
言

え
ば
、
そ
の
形
状
を
正
確
に
表
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

「
大
石
寺
漫
荼
羅
」
と
は
、
よ
り
正
確
を
期
せ
ば
、「
大
石
寺
所
蔵
の
丸
木
板
彫
刻
漫
荼
羅
本
尊
」
と
で
も
す
べ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
冗
長
に
な
り
ま
す
。
大
石
寺
彫
刻
本
尊
と
、
仮
に
呼
称
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

﹇
大
漫
荼
羅
〕

「
マ
ン
ダ
ラ
」
は
通
常
、「
曼
陀
羅
」
等
の
漢
字
を
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
該
当
の
マ
ン
ダ
ラ
の
『
讃
文

さ
ん
も
ん
〉』
は
「
大
漫
荼
羅
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
準
じ
ま
し
た
。
な
お
、
日
蓮
聖
人
の
御
筆
大
漫
荼
羅
の
み
を
「
大

漫
荼
羅
」
と
呼
称
し
、
真
偽
未
決
分
は
、
単
に
「
漫
荼
羅
」、
そ
れ
を
基
に
し
た
書
写
、
も
し
く
は
彫
刻
そ
の
他
は
「
本
尊
」
と
呼
び
、

こ
れ
を
区
別
し
ま
し
た
。

﹇
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
〕

こ
の
呼
称
は
大
石
寺
二
六
代
日
寛

に
ち
か
ん
〉
が
、
そ
の
著
『
六
巻
抄
』
の
な
か
で
用
い
た
も
の
で

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
定
信
念
体
系
の
み
の
用
語
を
使
わ
ず
に
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
と
い
た
し
ま
し
た
。

﹇
鑑
別
〕

鑑
定
で
は
な
く
、
あ
え
て
鑑
別
の
言
葉
を
用
い
ま
し
た
。

鑑
別
と
は
、
辞
書
に
よ
れ
ば
「
物
事
を
鑑
定
し
て
判
別
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
宝
石
を
鑑
み
る
場
合
、
そ
の
品
質

か
ら
ラ
ン
ク
を
見
極
め
る
こ
と
を
鑑
定
と
い
い
、
そ
の
真
贋
を
見
極
め
る
こ
と
を
鑑
別
と
言
い
ま
す
。

当
発
表
は
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
価
値
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
真
贋
を
問
う
こ
と
を
意
図
し
ま
す
の
で
、
鑑
定

で
は
な
く
「
鑑
別
」
の
語
を
用
い
ま
し
た
。
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■
発
表
の
目
的

彫
刻
本
尊
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
が
こ
こ
に
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、『
久
遠
述
記
』『
大
石
寺
誑
惑
顕
本

お
う
わ
く
け
ん
ぽ

ん
〉
書
』、
ま
た
、『
興
尊
雪
寃

こ
う
そ
ん
せ
つ
え
ん
）
録
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
書
籍
で
、
種
々
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
は
考
証
を
存
す
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
日
は
、
こ
れ
ら
文
献
証
拠
に
基
づ
く
真

偽
論
は
、
さ
て
お
き
ま
す
。
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
文
字
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
相
貌
か
ら
、
こ
の
彫
刻
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
す
る
か
ら
で
す
。

「
大
石
寺
漫
荼
羅
の
真
偽
」、
つ
ま
り
大
石
寺
が
所
蔵
す
る
彫
刻
本
尊
の
真
偽
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
も
う
少

し
正
確
に
定
義
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
日
蓮
聖
人
の
御
筆
大
漫
荼
羅
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
幅
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
御
筆
を
原
本

に
し
て
、
彫
刻
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文
字
通
り
彫
刻
で
す
。
彫
刻
で
あ
る
以
上
、
真
筆
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
が
、
こ
こ
で
「
真
偽
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
彫
刻
本
尊
が
大
石
寺
が
主
張
す
る
如
く
の
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
で
す
。
言
う
と

お
り
で
あ
れ
ば
「
真
」、
違
っ
て
い
れ
ば
「
偽
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

■
鑑
別
（
比
較
・
検
討
）
の
方
法

大
石
寺
彫
刻
本
尊
は
未
公
開
で
す
の
で
、
実
地
見
聞
し
、
ま
た
、
一
々
の
文
字
サ
イ
ズ
の
実
寸
を
計
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
他
の
大
漫
荼
羅
・
本
尊
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
入
手
し
た
図
は
、
サ
イ
ズ
が
ま

ち
ま
ち
で
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
中
央
題
目
の
「
南
」
か
ら
「
經
」
の
字
ま
で
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
、
縮
尺
を
調
整
し
、
同
一
サ
イ
ズ

と
し
て
、
比
較
・
検
討
に
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
相
似
形
比
較
の
条
件
は
満
た
さ
れ
ま
す
。

各
漫
荼
羅
・
本
尊
の
文
字
の
輪
郭
を
取
り
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
に
重
ね
て
比
較
検
討
す
る
方
法
を
採
り
ま
し
た
。
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■
板
に
直
接
図
示
と
い
う
主
張

さ
て
、
大
石
寺
で
は
、
こ
の
彫
刻
本
尊
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
主
張
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
石
寺
第
五
九
代
堀
日
亨

に
ち
こ
う
〉
氏
は
『
富
士
日
興
上
人
詳
伝
』
で

「
未
来
勅
建
国
立
戒
壇
建
立
の
た
め
に
、
と
く
に
硬
質
の
楠
樹
を
え
ら
ん
で
、
大
き
く
四
尺
七
寸
に
大
聖
が
書
き
残
さ
れ
た
の
が
い
ま
の

本
門
戒
壇
大
御
本
尊
」（
二
七
七
頁
）

で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、『
創
価
学
会
の
偽
造
本
尊
義
を
破
す
』
と
い
う
反
論
書
で
、

「
大
石
寺
の
御
宝
蔵
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
世
の
い
ず
こ
を
探
し
て
も
彼
等
（
創
価
学
会
）
が
言
う
『
紙
幅
の
戒
壇
の
大
御
本
尊
』

な
る
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
」（
八
九
頁
）

と
明
言
し
て
お
り
ま
す
。

要
す
る
に
、
彫
刻
本
尊
に
は
紙
幅
の
原
本
と
な
っ
た
御
筆
大
漫
荼
羅
は
存
在
し
な
い
と
言
う
の
が
大
石
寺
の
主
張
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
原
本
に
当
た
る
漫
荼
羅
が
な
け
れ
ば
「
真
」、
あ
れ
ば
「
偽
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
第
九
三
妙
海
寺
大
漫
荼
羅
と
の
比
較

彫
刻
本
尊
は
板
面
に
直
接
図
示
し
た
と
い
う
大
石
寺
の
主
張
に
対
し
て
、
模
刻
で
あ
る
と
い
う
反
駁
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
安
永
弁
哲
著
『
板
本
尊
偽
作
論
』
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
な
か
で
安
永
氏
は
、

特
に
「
板
本
尊
は
妙
海
寺
の
マ
ン
ダ
ラ
の
模
作
か
偽
造
？
」
と
い
う
一
項
を
設
け
て
、

「
御
本
尊
集
に
収
録
さ
れ
た
一
二
三
幅
の
う
ち
、
板
本
尊
に
よ
く
似
て
い
る
も
の
は
、
弘
安
三
年
太
弋

た
い
さ
い

庚
辰
五
月
八
日

（
九
三
号
）
の
天
下
泰
平
国
家
長
久
八
日
堂
祈
願
之
大
曼
荼
羅
（
沼
津
市
妙
海
寺
奉
蔵
）
で
あ
る
」（
鹿
砦
社
一
四
七
頁
）

と
、
模
写
・
彫
刻
説
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
に
対
し
て
細
井
精
道

せ
い
ど
う
〉（
の

ち
の
大
石
寺
第
六
六
代
日
達
）
氏
は
反
駁
書
『
悪

書
板
本
尊
偽
作
論
を
粉
砕
す
』（
日
蓮
正
宗
布
教

会
）
の
な
か
で
「
妙
海
寺
本
尊
の
模
作
と
い
う
僻

見
を
破
し
妙
海
寺
本
尊
こ
そ
富
士
所
伝
本
尊
の
臨

写
な
る
を
教
ゆ
」
と
言
っ
て
、
妙
海
寺
大
漫
荼
羅

（
図

）
を
富
士
所
伝
本
尊
の
模
写
で
あ
る
と
断

言
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
題
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
頃
、

妙
海
寺
大
漫
荼
羅
か
ら
、
日
蓮
聖
人
の
指
紋
・
手

跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
ま
だ
、
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
御
筆
大
漫
荼
羅
を
、
か
つ
て

模
写
で
あ
る
と
断
言
し
た
大
石
寺
は
、
い
ま
の
と

こ
ろ
、
前
言
を
翻
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

余
談
は
と
も
か
く
、
安
永
氏
は
、
妙
海
寺
大
漫
荼

羅
に
よ
る
模
作
を
主
張
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
安
永
氏
の
主
張
の
実
否
を
検
討
す
る

た
め
に
、
実
際
に
第
九
三
妙
海
寺
大
漫
荼
羅
と
、

大
石
寺
彫
刻
本
尊
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

図
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上
図
の
グ
レ
ー
の
線
は
彫
刻
本
尊
の
輪
郭
で
す
。

重
ね
て
み
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
第
九
三
妙
海
寺
大

漫
荼
羅
と
大
石
寺
彫
刻
本
尊
は
、
よ
く
似
て
は
い
る

も
の
の
、
同
一
の
相
貌
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。（
図

）

■
第
八
二
大
漫
荼
羅
と
の
比
較

木
下
日
順
氏
は
『
板
本
尊
偽
作
の
研
究
』（
本
門

社
）
の
な
か
で

「
板
本
尊
の
十
界
座
配
と
、
弘
安
二
年
十
一
月
の
、

俗
日
増
授
与
の
曼
荼
羅
と
、
サ
イ
ズ
が
ぴ
た
り
と

合
っ
た
ら
拍
手
喝
采
…
紫
宸
殿
本
尊
の
日
蓮
花
押
を
何
故
、
模
写
し
た
の
か
、
何
故
、
二
つ
の
御
真
筆
を
模
写
し
て
、
板
本
尊
に
は
り
合

は
せ
て
、
製
作
し
た
の
か
、
編
者
が
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
勿
論
わ
か
り
ま
せ
ん
」（
四
一
頁
）

と
、
大
石
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
二
幅
の
漫
荼
羅
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
し
、
彫
刻
本
尊
の
原
本
と
し
た
と
類
推
し
ま
し
た
。

こ
の
二
幅
の
漫
荼
羅
の
う
ち
、「
伝
・
俗
日
増
授
与
の
漫
荼
羅
」
は
大
石
寺
の
所
蔵
で
、
写
真
そ
の
他
は
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
残
念
な
が
ら
、
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
一
幅
の
紫
宸
殿
本
尊
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
名
称
は
も
ち
ろ
ん
、
大
石
寺
の
伝
承
で
あ
り
、「
讃
文
」
そ
の
他
と
は
一
切
関
係
な

い
こ
と
は
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
た
だ
、「
紫
宸
殿
本
尊
」
と
呼
称
し
、
大
石
寺
門
で
は
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実

で
す
。
こ
の
漫
荼
羅
も
ま
た
、
表
向
き
は
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
石
寺
教
師
・
山
口
範
道
著
『
日
蓮
正
宗
史
の
基
礎
的
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
）
に
、

図
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「
大
聖
人
御
本
尊
現
存
宝
量
（
大
石
寺

宝
量
八

要
八
・
安
八
二
）」（
一
五
一
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
石
寺
五
九
代
堀
日
亨
編
『
富
士
宗
学
要
集
』（
創
価
学
会
版
）
に

「（
柴
宸
殿
御
本
尊
と
伝
称
す
）
弘
安
三
年
太
才
庚
辰
三
月
日
」

と
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
記
述
に
基
づ
き
『
御
本
尊
集
』
で
追
う
と
、
ま
さ
に
第
八
二
漫
荼
羅
と
一
致
し
ま
す
。

こ
の
漫
荼
羅
を
模
刻
し
た
と
見
ら
れ
る
板
本
尊
が
大
石
寺
末
信
行
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図

右
）

そ
れ
に
対
し
て
、
図
（

左
）
が
第
八
二
漫
荼
羅
で
す
。

第
八
二
漫
荼
羅
は
、
立
正
安
国
会
『
御
本
尊
集
目
録
』
の
備
考
に
よ
る
と
「
現
在
宝
蔵

不
明
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
第
八
二
漫
荼
羅
こ
そ
、
大
石
寺
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
紫
宸
殿
本
尊
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

こ
の
花
押
部
分
が
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
花
押
の
原
本
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
木
下
氏
の
類
推
で
す
。
上
が
第
八
二
漫
荼
羅
の
花
押
、

下
が
彫
刻
本
尊
の
花
押
で
す
。
並
べ
て
み
ま
す
と
、
一
致
し
ま
せ
ん
。（
図

）

■
『
河
邊
メ
モ
』

さ
て
、
近
年
、
大
石
寺
教
師
で
あ
っ
た
河
邊
慈
篤
氏
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
記
し
た
一
枚
の
メ
モ
が
ス
ク
ー
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
メ

モ
の
な
か
で
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
は
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
模
写
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
大
石
寺
彫
刻
本
尊
模
刻

説
に
数
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。

図
（

）
が
そ
の
が
そ
の
メ
モ
で
す
。

「
昭
和
五
三
・
二
・
七
・

面
談

帝
国

ホ
テ
ル
〉
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図 左 図 右

図
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一
、
戒
旦

か
い
だ
ん
〉
の
御
本

尊
の
件

戒
旦
の
は
偽
物
で
あ
る
。

種
々
の
方
法
の
筆
跡
鑑
定
の

結
果
解
っ
た
（
字
画
判
定
）

多
分
は
法
道
院
か
ら
奉
納
し

た
日
禅
授
与
の
本
尊
の

お
題
目
と
花
押
を
模
写
し
、

そ
の
他
は
時
師
か
有
師
の

頃
の
筆
だ

日
禅
授
与
の
本
尊
に
模
写
の

形
跡
が
残
っ
て
い
る
…
」

「
日
禅
授
与
の
本
尊
は
、
初
め
は
北

山
に
あ
っ
た
が
北
山
の
誰
か
が
賣

う
り
〉
に
出
し
、
そ
れ
を
応
師
が

何
処
か
で
発
見
し
て
購
入
し
た
も
の
（
弘
安
三
年
の
御
本
尊
）」

や
や
、
補
足
し
ま
す
。

﹇
日
禅
授
与
漫
荼
羅
〕
は
、『
富
士
宗
学
要
集
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
載
り
ま
す
。

「
弘
安
三
年
太
歳
庚
辰
五
月
九
日
、
比
丘
日
禅
に
之
を
授
与
す
、（
日
興
上
人
御
加
筆
右
の
下
部
に
）
少
輔
公
日
禅
は
日
興
第
一
の
弟
子

図
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な
り
仍
て
与
へ
申
す
所
件
の
如
し
、（
又
同
御
加
筆
御
華
押
と
蓮
字
と
交
叉
す
る
所
に
殊
更
に
文
字
を
抹
消
し
た
る
所
を
判
読
す
れ
ば
）

本
門
寺
に
懸
け
奉
り
万
年
の
重
宝
た
る
べ
き
も
の
な
り
。
東
京

法
道
院
」（
九
一
七
八
）

こ
れ
は
弘
安
三
年
五
月
九
日
、
す
な
わ
ち
、
先
の
第
九
三
妙
海
寺
大
漫
荼
羅
図
示
翌
日
の
日
付
が
書
さ
れ
た
漫
荼
羅
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
ま
す
。

﹇
日
禅
〕
に
つ
い
て
は
、
北
山
本
門
寺
に
真
筆
を
遺
す
と
い
う
日
興
上
人
『
白
蓮
弟
子
分
与
申
御
筆
御
本
尊
目
録
事

び
ゃ
く
れ
ん
で
し

ぶ
ん
に
あ
た
へ
も
う
す
お
ふ
で
ご
ほ
ん
ぞ
ん
も
く
ろ
く
の
こ
と
〉』
の

「
駿
河
国
富
士
方
ノ
河
合
少
輔
公
日
禅
者

ハ
〉、
日
興
第
一
ノ
弟
子
也
。
仍
テ

所
ニ

申
シ

与
フ
ル

一

如
シレ

件
ノ

」

と
い
う
記
述
と
、
同
大
漫
荼
羅
の
日
興
上
人
の
加
筆
は
一
致
し
ま
す
。

﹇
法
道
院
〕
と
は
大
石
寺
末
東
京
池
袋
に
あ
る
寺
院
。

﹇
応
師
〕
は
大
石
寺
第
五
六
代
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
り
ま
し
た
。

関
係
あ
る
か
ど
う
か
別
と
し
て
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
を
初
め
て
写
真
で
掲
載
し
た
熊
田
葦
城
著
『
日
蓮
上
人
』
の
発
刊
も
こ
の
在
任
期
間

中
の
こ
と
で
し
た
。

﹇
時
師
〕
と
は
日
蓮
聖
人
滅
八
八
年
後
に
当
た
る
正
平
二
十
四
年
（
一
三
六
九
）
か
ら
聖
滅
一
二
四
年
後
の
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）

ま
で
任
に
あ
っ
た
大
石
寺
第
六
代
日
時
の
こ
と
。

﹇
有

う
〉
師
〕
と
は
聖
滅
一
三
八
年
後
の
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
か
ら
聖
滅
二
〇
一
年
後
の
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
ま
で

任
に
あ
っ
た
同
九
代
日
有
の
こ
と
で
す
。

こ
の
『
河
邊
メ
モ
』
は
、
当
時
教
学
部
長
職
に
あ
っ
た
阿
部
信
雄

し
ん
お
う
〉（
現
大
石
寺
六
七
代
日
顕

に
っ
け
ん
〉）
氏
が
語
っ

た
と
こ
ろ
を
、
河
邊
氏
が
メ
モ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
創
価
学
会
は
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
そ
れ
に
ま
た
大
石
寺
側
も

応
戦
し
、
広
く
知
れ
亘
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
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メ
モ
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
は
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
中
央
題
目
と
花
押
を
模
写
、
そ
の
他
の
部
分
は
、
第

六
代
日
時
、
も
し
く
は
第
九
代
日
有
の
頃
の
も
の
を
部
分
模
写
し
、
原
本
と
し
て
彫
刻
さ
れ
た
も
の
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
阿
部
氏
は
、
現
在
は
、

「
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
様
と
日
禅
授
与
の
御
本
尊
と
は
全
く
相
違
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
よ
く
拝
す
れ
ば
中
尊
の
七
字
の
寸
法

と
全
体
か
ら
の
御
位
置
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
異
な
り
が
存
し
、
ま
た
御
署
名
御
花
押
の
御
文
字
及
び
そ
の
大
き
さ
や
御
位
置
、
各
十

界
尊
形
の
位
置
等
に
も
歴
然
た
る
相
異
が
存
す
る
。
そ
し
て
勿
論
模
写
の
形
跡
な
ど
は
存
在
し
な
い
」（『
大
白
法
』
九
九
・
一
〇
・
一
）

と
、『
河
邊
メ
モ
』
の
内
容
を
一
蹴
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
比
較
を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
メ
モ
に
関
連
す
る
大
石
寺
と
創
価
学
会
の
争
い
は
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
ま
せ
ん
。
問
題
に
す
る
の
は
、
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
原

本
が
日
禅
授
与
漫
荼
羅
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
一
点
で
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
の
に
、
文
献
に
基
づ
く
考
証
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
貌
・
文
字
を
比
較
し
て
み
れ
ば
事
足
り
る
か
ら
で

す
。■

日
禅
授
与
漫
荼
羅
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

さ
ら
に
、
こ
こ
か
ら
話
を
進
め
る
に
当
た
り
、
こ
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
に
つ
き
、
極
め
て
重
要
な
問
題
点
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

日
禅
授
与
漫
荼
羅
は
、『
河
邊
メ
モ
』
に
あ
っ
た
「
初
め
は
北
山
に
あ
っ
た
が
北
山
の
誰
か
が
賣
に
出
し
、
そ
れ
を
応
師
が
何
処
か
で

発
見
し
て
購
入
」
と
い
う
点
は
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
、
い
ま
大
石
寺
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
『
富
士
宗
学
要
集
』
そ
の
他
書
籍
の
記

述
か
ら
知
ら
れ
ま
す
。
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と
こ
ろ
が
、
富
士
門
流
寺
院
の
大
漫
荼
羅
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
残
し
た
第
五
九
代
堀
日
亨
氏
は
、
先
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
記
述

と
は
別
に
『
北
山
本
門
寺
本
末
の
分
』
と
し
て
、

「
弘
安
三
年
太
歳
庚
辰
五
月
九
日
、
比
丘
日
禅
に
之
を
授
与
す
、（
御
判
の
内
に
他
筆
に
て
）
本
門
寺
に
懸
け
万
年
の
重
宝
た
る
べ
し
、

（
伯
耆

ほ
う
き
〉
漫
荼
羅
と
称
す
）」（
富
要
八

二
一
五
頁
）

と
書
き
残
し
て
お
り
ま
す
。
現
に
、
北
山
本
門
寺
は
、
こ
の
大
漫
荼
羅
を
「
万
年
救
護

く
ご
〉
本
尊
」
と
呼
称
し
、
寺
宝
と
し
て
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
弘
安
三
年
五
月
九
日
図
示
の
、
そ
れ
も
同
じ
授
与
者
宛
の
漫
荼
羅
が
二
幅
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
日

蓮
聖
人
が
、
同
一
日
・
同
一
授
与
者
に
、
二
幅
の
大
漫
荼
羅
を
図
示
授
与
さ
れ
た
と
は
、
ま
こ
と
に
考
え
づ
ら
い
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
表
層
を
剥
離
し
て
御
筆
を
二
枚
に
分
け
た
か
、
い
ま
ひ
と
つ
は
片
方
が
模
写
で
あ
る
か

で
す
。
実
否
は
、
そ
の
両
幅
を
並
べ
調
査
し
な
い
限
り
解
明
は
で
き
ま
せ
ん
。
の
ち
の
研
究
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
日
禅
授
与
漫
荼
羅
と
の
比
較

先
の
大
石
寺
所
蔵
・
伝
・
俗
日
増
授
与
漫
荼
羅
と
同
じ
く
、
こ
の
二
幅
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
も
や
、

非
公
開
の
壁
に
阻
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
幸
い
に
も
、
北
山
本
門
寺
蔵
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
果
た
し
て
、
大
石
寺
と
北
山
本
門
寺
の
両
漫
荼
羅
が
同
一
相
貌
で
あ
る
か
否
か
は
、
い
ま
の
時
点
で
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

で
は
同
一
相
貌
で
あ
る
と
仮
定
し
、
北
山
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
で
比
較
に
供
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

図
（

右
）
が
北
山
所
蔵
の
日
禅
授
与
漫
荼
羅
で
す
。
大
石
寺
彫
刻
本
尊
同
様
、
あ
ま
り
鮮
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
河
邊
メ
モ
』

に
記
さ
れ
る
題
目
と
花
押
の
比
較
で
あ
れ
ば
、
充
分
に
事
足
り
ま
す
。
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図
（

）
は
彫
刻
本
尊
に
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
輪
郭
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
第
九
三
妙
海
寺
漫
荼
羅
（
図

）
に
彫
刻
本
尊
の
輪
郭
を

重
ね
た
も
の
と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
差
は
歴
然
で
す
。
中
央
題
目
は
驚
く
ほ
ど
、
一
致
し
て
い
ま
す
。
四
大
天
玉
の
位
置
は

や
や
ず
れ
、
不
動
愛
染
と
日
蓮
花
押
は
そ
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

一
字
ず
つ
重
ね
て
み
ま
す
。

「
南
」
字
は
各
字
画
の
長
さ
割
合
は
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
ご
覧
の
と
お
り
、「
十
」
の
部
分
か
ら
全
体
の
字
画
の
割
合
は
一
致
し
て
い

ま
す
。
禅
師
授
与
漫
荼
羅
で
は
長
く
光
明

こ
う
み
ょ
う
〉
点
が
伸
び
ま
す
が
、
彫
刻
本
尊
で
は
必
ず
し
も
鮮
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

図 右

図
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か
し
筆
法
と
し
て
、「
冂
」
画
か
ら
光
明

点
が
伸
び
な
い
こ
と
は
考
え
づ
ら
く
、

ま
た
、
そ
う
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
、
こ
の
一
字
は
他
筆
と
断
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
線
の
位
置

は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

「
無
」
字
も
重
ね
る
と
、
以
上
の
よ
う

に
光
明
点
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
相
似
し
て

い
ま
す
。
傾
き
に
、
や
や
相
違
が
あ
り

ま
す
が
、
参
考
に
し
た
写
真
自
体
、
彫

刻
本
尊
は
正
面
右
に
立
っ
て
、
仰
角
で

撮
影
、
一
方
、
禅
師
授
与
漫
荼
羅
は
左

右
端
が
カ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
ひ
ず
み
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
き
な
相
違
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
妙
」
字
全
体
は
光
明
点
に
至
る
ま
で
よ
く
相
似
し
て
い
ま
す
。

「
法
」
字
は
妙
旁
三
画
の
「
ノ
」
と
さ
ん
ず
い
一
、
二
画
が
交
叉

す
る
点
か
ら
さ
ん
ず
い
三
画
の
跳
ね
上
が
り
ま
で
よ
く
一
致
し
て

い
ま
す
。
旁
は
不
鮮
明

で
わ
か
り
づ
ら
い
の
で

す
が
、「
蓮
」
字
の
草
冠

が
「
ム
」
に
入
る
と
こ

ろ
な
ど
は
一
致
し
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
彫
刻
本
尊

で
は
法
旁
「
土
」
の
二
本
目
の
横
棒
は
下

に
跳
ね
、
禅
師
授
与
漫
荼
羅
で
は
止
筆
と

な
っ
て
い
る
相
違
が
あ
り
ま
す
。

「
經
」
の
字
旁
は
日
蓮
聖
人
の
筆
法
と
は

や
や
異
な
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
輪
郭
を
重

ね
る
と
そ
の
位
置
は
よ
く
一
致
し
て
お
り
ま
す
。

日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
「
經
」
字
に
つ
い
て
は
特
記
す
る
べ
き
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
旁
が
、
実
は
一
画
不
足
す
る
極
め
て
特
異
な
書

き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
經
」
旁
二
画
、
す
な
わ
ち
、

「
ツ
」
の
形
を
持
つ
最
初
の
点
が
な
く
「
ソ
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
「
華
」
の
縦
棒
が
伸
び
書
か
れ
て
い
ま
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す
。
こ
れ
が
彫
刻
本
尊

で
は
正
規
の
「
ツ
」
と

な
っ
て
い
る
点
で
、
異

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
注
目
す
べ

き
こ
と
に
、
日
禅
授
与

漫
荼
羅
の
「
華
」
字
縦

棒
と
彫
刻
本
尊
「
ツ
」

様
の
は
じ
め
の
点
の
位

置
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
の
で
す
。
あ
た
か

も
、
日
禅
授
与
漫
荼
羅

の
欠
け
た
一
点
を
補
う

如
く
に
一
致
し
て
い
ま

す
。厳

密
に
言
え
ば
、
日

禅
授
与
漫
荼
羅
と
彫
刻

本
尊
の
「
經
」
字
は
そ

の
相
貌
を
異
に
し
て
い

「
蓮
」
字
は
光
明
点
に
至
る
ま
で
、

実
に
よ
く
相
似
し
て
お
り
ま
す
。

「
華
」
字
も
ほ
ぼ
相
似
形
に
あ
る
と

言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
す
。
し
か
し
、
図
で
見
ら
れ
る
通
り
、
そ
の
一
々
の
画
の
長
さ
と
比
率
、
太
さ
、
筆
運
は
実
に
よ
く
一
致
し
て
い
ま
す
。

よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
彫
刻
本
尊
の
写
真
は
白
い
文
字
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
た
め
に
、
線
を
な
ぞ
っ
て
い
る
と
言
い
ま

す
。
た
し
か
に
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
白
線
の
裏
に
ず
れ
て
薄
い
線
が
確
認
で
き
る
も
の
が
何
箇
所
も
あ
り
ま
す
。「
で
は
、
元
の
線

は
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
確
認
の
た
め
に
は
鮮
明
な
彫
刻
本
尊
の
写
真
が
必
要
で
す
。
大
石
寺
の
公
開
を
待
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

仮
に
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
「
經
」
字
が
違
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彫
刻
本
尊
の
原
図
は
模
写
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
臨
写
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
大
天
玉
は
、
中
央
題
目
と
の
間
隔
に
、
日
禅
授
与
漫
荼
羅
と
彫
刻
本
尊
で
は
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
各
文
字
の
位
置
・
線
・

太
さ
に
至
る
ま
で
相
似
し
て
い
ま
す
。

「
大
持
国
天
玉
」
横
不
動
の

二
点
も
よ
く
位
置
が
一
致
し

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

「
大
廣
目
天
玉
」
も
、
ほ
ぼ

一
致
し
ま
す
が
、「
天
玉
」

は
や
や
ず
れ
て
い
ま
す
。

「
大
毘
沙
門
天
玉
」
も
、
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
毘
」
字
横
の
愛
染
の

二
点
も
不
動
同
様
一
致
し
ま
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す
。

「
大
増
長
天
玉
」
は
、
特
に
見
づ
ら
い
の
で
す
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
不
動
」「
愛
染
」
は
、
彫
刻
本
尊
の
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
の

筆
法
と
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
、
縦
に
伸
び
る
線
は
そ
れ
ぞ
れ
筆
運
を
同
じ
く
し
て
い
ま

す
。

「
日
蓮
花
押
」
に
関
し
て
は
、「
日
」
字
は
相
似
形
に
あ

り
、
全
体
の
形
は
似
通
っ
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
日
禅

授
与
漫
荼
羅
と
は
一
致
せ
ず
、
模
写
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
い
は
参
考
に
し
た
写
真
の
下
部
が
歪
ん
で
い
る
た
め
に
、
正
し
く
重
ね
合
わ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
定
は
避
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

■
日
禅
授
与
漫
荼
羅
模
写
原
本
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

日
禅
授
与
漫
荼
羅
と
彫
刻
本
尊
は
、
全
体
の
各
相
貌
の
位
置
を
見
る
と
、
中
央
題
目
で
は
、
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
の
、
四
大
天
玉
、
殊

に
不
動
・
愛
染
と
日
蓮
花
押
の
位
置
は
ズ
レ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
の
よ
う
に
、
一
字
一
字
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
よ
く
一

致
し
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

試
み
に
禅
師
授
与
漫
荼
羅
の
各
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
彫
刻
本
尊
に
重
ね
て
み
ま
す
。
図
（

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
」
と
い
う
思
い
を
懐
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
つ
の
技
法
か
ら
類
推
し
ま
す
。
紙
幅
を
原
稿
に
し
て
彫
刻
を
い
た
す
と
き
、
い
ま
で
あ
れ
ば
、
写
真
に
と
っ
て
版
を
作
る
で
し
ょ
う
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が
、
昔
は
籠
抜

か
ご
ぬ
き

と
い
う
技
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
透
け
る
ほ
ど
の
薄
紙
を
漫

荼
羅
に
宛
い
、
文
字
の
輪
郭
を
こ
れ
ま
た
細
い
筆

を
も
っ
て
写
し
取
っ
て
い
く
方
法
で
す
。

こ
の
場
合
、
大
き
な
薄
紙
が
用
意
で
き
れ
ば
、

一
挙
に
全
体
を
写
し
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
漫
荼
羅
全
体
を
覆
う
大
き

な
薄
紙
を
用
い
な
く
て
も
、
適
当
な
大
き
さ
の
薄

紙
で
、
部
分
部
分
を
写
し
取
っ
て
い
く
こ
と
は
可

能
で
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
元
の
通
り
に
厳
格
に
配
置
さ
れ
な
い
こ
と
も
起
き
え
る
で
し
ょ
う
。

大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
全
体
が
籠
抜
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
禅
授
与
漫
荼
羅
と
全
体
の

レ
イ
ア
ウ
ト
は
一
致
し
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
一
文
字
一
文
字
は
よ
く
一
致
し
ま
す
。
な
ら
ば
、
臨
模
に
当
た
り
一
字
一
字
を
写
し
取
っ
た

あ
と
、
板
面
で
再
構
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
も
し
く
は
、
比
較
に
比
し
た
北
山
蔵
と
大
石
寺
蔵
で
は
少
な
く
と
も
レ
イ
ア

ウ
ト
で
は
ズ
レ
が
あ
り
、
彫
刻
本
尊
で
は
大
石
寺
蔵
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

大
石
寺
所
蔵
日
禅
授
与
漫
荼
羅
の
公
開
を
待
た
な
い
限
り
、
そ
の
詳
細
は
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
石
寺
の
公
開
を
望
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
現
段
階
で
も
言
え
る
こ
と
は
、
日
禅
授
与
漫
茶
羅
と
、
彫
刻
本
尊
の
題
目
そ
の

他
の
文
字
は
相
似

あ
い
に
〉
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
日
禅
授
与
漫
荼
羅
と
諸
尊
も
一
致
す
る
か

図
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以
下
は
、
彫
刻
本
尊
の
写
真
が
不
鮮
明
な
た
め
に
断
定
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
わ
ば
一
つ
の
参
考
に
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

柳
澤
宏
道
著
『
石
山
本
尊
の
研
究
』（
は
ち
す
文
庫
）
に
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
「
正
確
に
座
配
図
を
読
み
と
る
た
め
に
、
マ
イ
ク
ロ
写

真
に
て
『

０
版
』（
畳
一
枚
ほ
ど
の
大
き
さ
）
ま
で
拡
大
し
て
検
証
し
た
」（
三
七
頁
）
と
い
う
諸
尊
座
配
図
が
載
り
ま
す
。
不
鮮
明
な

大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
写
真
を
畳
一
枚
程
の
大
き
さ
に
拡
大
す
る
と
、
そ
の
座
配
が
読
み
と
れ
る
ど
う
か
、
や
や
疑
問
が
残
り
ま
す
が
、
柳

澤
氏
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
座
配
を
示
し
て
い
ま
す
。（
図

）

果
た
し
て
、
正
確
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
し
か
し
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
。

以
下
、
そ
れ
を
述
べ
ま
す
。
図
（

）
は
大
石
寺
六
四
代
水
谷
日
昇
氏
が
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
十
九
日
に
書
写
し
た

「
創
価
学
会
重
宝
大
法
弘
通
慈
折
広
宣
流
布
大
願
成
就
」
の
銘
が
あ
る
本
尊
で
す
。
こ
の
座
配
図
も
柳
澤
氏
は
載
せ
て
い
ま
す
。

「
若
悩
乱
者
頭
破
七
分
・
有
供
養
者
福
過
十
号
」
と

い
う
文
は
、
水
谷
本
尊
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
水
谷
書
写
本
尊
で
は
「
二
千
二
百
三
十
余
年
」

が
漫
荼
羅
二
幅
で
は
「
二
千
二
百
二
十
余
年
」。
彫

刻
本
尊
で
は
「
釈
提
桓
因

し
ゃ
く
だ
い
か
い
い

ん
〉
大
玉
」
が
、「
帝
釈
天
玉
」
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
他
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
日
禅
授
与
漫
荼
羅
、
水
谷

書
写
本
尊
に
は
「
本
門
戒
壇
」
を
云
々
す
る
腰
書
は

あ
り
ま
せ
ん
。

図
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日
禅
授
与
漫
荼
羅
は
、
写
真
が
不
鮮
明
で
読

み
と
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な
の
で
す
が
、

わ
か
る
限
り
で
そ
の
座
配
を
記
す
と
、
図

（

）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
座
配
と
比
較
す

る
と
、
こ
の
三
つ
は
、
上
述
の
相
違
点
を
除
け

ば
、
そ
の
諸
尊
勧
請
座
配
を
同
じ
く
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
柳
澤
氏
が

０
版
畳
一

枚
程
に
引
き
延
ば
し
て
、
目
を
凝
ら
し
て
読
み

と
っ
た
大
石
寺
彫
刻
本
尊
の
座
配
が
正
し
け
れ

ば
、
と
い
う
前
提
で
す
が
、
一
つ
の
資
料
に
は
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
彫
刻
本
尊
の
諸
尊
は
、
意
識
的
に
題
目
・
日
蓮
花
押
・
四
大
天
玉
・
愛
染
不
動
に
、
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

そ
の
図
示
の
有
様
は
、
中
央
題
目
・
日
蓮
花
押
・
四
大
天
王
を
原
本
と
す
る
部
分
に
、
そ
の
他
諸
尊
を
、
日
禅
授
与
大
漫
荼
羅
の
座
配

図
を
参
考
に
し
て
原
図
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

以
上
を
総
合
し
、
大
石
寺
第
二
六
代
日
寛
が
「
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
」
と
命
名
し
た
彫
刻
本
尊
、
す
な
わ
ち
「
大
石
寺
所
蔵
の
丸
木

板
彫
刻
漫
荼
羅
本
尊
」
は
、
題
目
・
四
大
天
玉
を
日
禅
授
与
漫
荼
羅
か
ら
籠
抜
、
若
し
く
は
臨
模
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
、
考
え
ま

す
。
ま
た
、
柳
澤
氏
の
座
配
図
を
採
る
限
り
、
他
の
諸
尊
は
日
禅
授
与
漫
荼
羅
を
基
に
配
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
愛

図
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染
は
見
る
限
り
、
ま
っ
た
く
の
他
筆
で
あ
る
と
断
定
す
る
も
の
で
す
。
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